
平成２８年度 地域貢献事業活動報告書 

１事業名称 郷土作家・小川未明の文学を市民とともに考える 

２事業推進者等 （責任者職名・氏名）人文・社会教育学系 教授・小埜裕二 

３学外の連携機関等 （連携機関等名）小川未明研究会   
（担当者職名・氏名）作家・杉みき子・小川未明研究会顧問 

 
４事業の趣旨・目的 

 

郷土作家・小川未明は、50 年以上の文学活動を行った。その

50 年は、地方創生のための 50 年であった。未明は、彼の郷土で

ある高田を、近代化が引き起こした諸問題の集約された象徴的な

場として繰り返し作品に描いた。本事業は、上越市民の参加する

「小川未明研究会」の活動を通じて、小川未明の文学から見た地

方創生の手がかりを得ることを目的とする。これまでの教育・研

究成果を広く地域社会に還元するとともに、事業の成果を地域の

文化振興に活かす。 

 
５事業活動報告 

 

「小川未明研究会」を主宰し、本事業の趣旨・目的を遂行する

ための活動を行った。研究会は、毎回、上越市民 25 名程度が参

加し、本学院生も数名参加した。平成 28 年度は下記のとおり全 9
回（毎月第 1 土曜日午後 2 時から 4 時まで、7～8 月と 2 月は休会）

の研究会を開催した。未明作品の研究と顕彰を行うとともに、文

学から見た地方創生の手がかりを得ようと努めた。本事業では、

外部講師（新潟大学教授１名、本学院生２名）を招いて、3 月４

日に市民シンポジウムを行い、広く一般市民にも参加を呼びかけ、

小川未明文学について活発な議論を行った。小川未明の顕彰と地

域の文化振興がはかられた。研究会開催日は以下のとおりである。

平成 28 年 4 月 2 日（土）、5 月 7 日（土）、6 月 4 日（土）、9 月 3
日（土）、10 月 1 日（土）、11 月 5 日（土）、12 月 3 日（土）、平

成 298 年 1 月 7 日（土）、3 月 4 日（土）。 

 
６本事業で得られた 

成果 

１、本学大学院生が市民と協働し、地域の文化振興に努めていく

ことを通して、将来、教員となる大学院生の社会性・協働性・

実践力を高めることができた。 
２、小川未明研究会の活動を通じて、上越市・小川未明文学館・

その他の市民サークル等との連携ができ、小川未明の顕彰や地

方創生への実際的な動きを、市民レベルで始動させることがで

きた。 

７その他（成果物等の名称）  市民シンポジウム（平成 29 年 3 月 4 日）開催の記事が「上越タ

イムス」に掲載された（同年 3 月 5 日付）。本事業の成果の一つ

として『新選小川未明秀作小説 20 未知の国へ』（平成 29 年 5
月刊行予定、蒼丘書林）を刊行する。 
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